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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　入力画像を構成する所定数のフレームごとに、隣接または数画素隔てた画素対の輝度差
のデータ列を生成し、当該データ列から最大輝度差を検出し保持するエッジ量検出部と、
　当該最大輝度差に基づいて前記輝度差のデータ列を輪郭補正量に順次変換する補正量変
換部と、
　輪郭補正量に応じてゲインを変えながら輪郭補正信号を生成する補正信号生成部と、
　入力した輪郭補正信号を入力画像信号と同期をとって加算し、入力画像の輪郭を補正す
る輪郭補正部と、
を有する信号処理装置。
【請求項２】
　前記補正量変換部は、入力される同期パルスが所定数に達するたびに、保持していた最
大輝度差に基づいて前記輝度差のデータ列を輪郭補正量に順次変換する
　請求項１に記載の信号処理装置。
【請求項３】
　入力画像のエッジ情報を抽出する前記補正信号生成部内の鮮鋭化フィルタと、
　前記所定数のフレーム内で平均輝度レベルを計測する平均輝度計測部と
を有し、
　鮮鋭化フィルタのフィルタ係数を平均輝度レベルに基づいて変更する
　請求項１に記載の信号処理装置。
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【請求項４】
　入力画像から隣接または数画素隔てた画素対の輝度差のデータ列を生成し、当該輝度差
の大きさを複数の基準値と比較し、前記複数の基準値で区分けされる複数の輝度差範囲の
中から最大輝度差を含む輝度差範囲を所定数のフレームごとに検出するエッジ量検出部と
、
　当該検出した範囲に基づいて前記輝度差のデータ列を輪郭補正量に順次変換する補正量
変換部と、
　輪郭補正量に応じてゲインを変えながら輪郭補正信号を生成する補正信号生成部と、
　入力した輪郭補正信号を入力画像信号と同期をとって加算し、入力画像の輪郭を補正す
る輪郭補正部と、
　を有する信号処理装置。
【請求項５】
　前記補正量変換部は、前記画素対の輝度差を複数の基準値と比較し、当該比較の結果に
応じて、複数の基準値で区分けされる複数の輝度差範囲に輝度差数を保持し、入力される
同期パルスが所定数に達するたびに、輝度差を保持している輝度差範囲の中で最大の輝度
差範囲に基づいて前記輝度差のデータ列を輪郭補正量に順次変換する
　請求項４に記載の信号処理装置。
【請求項６】
　入力画像のエッジ情報を抽出する前記補正信号生成部内の鮮鋭化フィルタと、
　前記所定数のフレーム内で平均輝度レベルを計測する平均輝度計測部と
を有し、
　鮮鋭化フィルタのフィルタ係数を平均輝度レベルに基づいて変更する
　請求項４に記載の信号処理装置。
【請求項７】
　入力画像を構成する所定数のフレーム内で隣接または数画素隔てた画素対の輝度差のデ
ータ列を生成し、当該輝度差の大きさを所定の基準値と比較し、当該基準値を超える輝度
差の数を計数し、基準値を変えながら前記比較と計数を繰り返すことによって最大輝度差
近傍の基準値を検出するエッジ量検出部と、
　当該検出した基準値に基づいて前記輝度差のデータ列を輪郭補正量に順次変換する補正
量変換部と、
　輪郭補正量に応じてゲインを変えながら輪郭補正信号を生成する補正信号生成部と、入
力した輪郭補正信号を入力画像信号と同期をとって加算し、入力画像の輪郭を補正する輪
郭補正部と、
　を有する信号処理装置。
【請求項８】
　前記補正量変換部は、前記画素対の輝度差を所定の基準値と比較し、所定の基準値を次
第に大きくしながら当該比較を、基準値を超える輝度差数がゼロとなるまで繰り返し実行
し、入力される同期パルスが所定数に達するたびに、基準値を超える輝度差数がゼロとな
ったときの基準値に基づいて前記輝度差のデータ列を輪郭補正量に順次変換する
　請求項７に記載の信号処理装置。
【請求項９】
　入力画像のエッジ情報を抽出する前記補正信号生成部内の鮮鋭化フィルタと、
　前記所定数のフレーム内で平均輝度レベルを計測する平均輝度計測部と
を有し、
　鮮鋭化フィルタのフィルタ係数を平均輝度レベルに基づいて変更する
　請求項７に記載の信号処理装置。
【請求項１０】
　入力画像の輪郭を補正する信号処理回路と、
　補正後の入力画像を表示する表示部と、
を有し、
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　前記信号処理回路が、
　　　入力が像を構成する所定数のフレームごとに、隣接または数画素隔てた画素対の輝
度差のデータ列を生成し、当該データ列から最大輝度差を検出し保持するエッジ量検出部
と、
　　　当該最大輝度差に基づいて前記輝度差のデータ列を輪郭補正量に順次変換する補正
量変換部と、
　　　輪郭補正量に応じてゲインを変えながら輪郭補正信号を生成する補正信号生成部と
、入力した輪郭補正信号を入力画像信号と同期をとって加算し、入力画像の輪郭を補正す
る輪郭補正部と
　を有する画像表示装置。
【請求項１１】
　入力画像の輪郭を補正する信号処理回路と、
　補正後の入力画像を表示する表示部と、
を有し、
　前記信号処理回路が、
　　　入力画像から隣接または数画素隔てた画素対の輝度差のデータ列を生成し、当該輝
度差の大きさを複数の基準値と比較し、前記複数の基準値で区分けされる複数の輝度差範
囲の中から最大輝度差を含む輝度差範囲を所定数のフレームごとに検出するエッジ量検出
部と、
　　　当該検出した範囲に基づいて前記輝度差のデータ列を輪郭補正量に順次変換する補
正量変換部と、
　　　輪郭補正量に応じてゲインを変えながら輪郭補正信号を生成する補正信号生成部と
、
　　　入力した輪郭補正信号を入力画像信号と同期をとって加算し、入力画像の輪郭を補
正する輪郭補正部と、
　を有する画像表示装置。
【請求項１２】
　入力画像の輪郭を補正する信号処理回路と、
　補正後の入力画像を表示する表示部と、
を有し、
　前記信号処理回路が、
　　　入力画像を構成する所定数のフレーム内で隣接または数画素隔てた画素対の輝度差
のデータ列を生成し、当該輝度差の大きさを所定の基準値と比較し、当該基準値を超える
輝度差の数を計数し、基準値を変えながら前記比較と計数を繰り返すことによって最大輝
度差近傍の基準値を検出するエッジ量検出部と、
　　　当該検出した基準値に基づいて前記輝度差のデータ列を輪郭補正量に順次変換する
補正量変換部と、
　　　輪郭補正量に応じてゲインを変えながら輪郭補正信号を生成する補正信号生成部と
、
　　　入力した輪郭補正信号を入力画像信号と同期をとって加算し、入力画像の輪郭を補
正する輪郭補正部と、
　を有する画像表示装置。
【請求項１３】
　入力画像を構成する所定数のフレームごとに、隣接または数画素隔てた画素対の輝度差
のデータ列を生成する輝度差生成ステップと、
　当該データ列から最大輝度差を検出し保持するエッジ量検出ステップと、
　当該最大輝度差に基づいて前記輝度差のデータ列を輪郭補正量に順次変換する補正量変
換ステップと、
　輪郭補正量に応じてゲインを変えながら輪郭補正信号を生成する補正信号生成ステップ
と、
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　入力した輪郭補正信号を入力画像信号と同期をとって加算し、入力画像の輪郭を補正す
る輪郭補正ステップと、
　を有する信号処理方法。
【請求項１４】
　入力画像から隣接または数画素隔てた画素対の輝度差のデータ列を生成する輝度差生成
ステップと、
　当該輝度差の大きさを複数の基準値と比較し、前記複数の基準値で区分けされる複数の
輝度差範囲の中から最大輝度差を含む輝度差範囲を所定数のフレームごとに検出するエッ
ジ量検出ステップと、
　当該検出した範囲に基づいて前記輝度差のデータ列を輪郭補正量に順次変換する補正量
変換ステップと、
　輪郭補正量に応じてゲインを変えながら輪郭補正信号を生成する補正信号生成ステップ
と、
　入力した輪郭補正信号を入力画像信号と同期をとって加算し、入力画像の輪郭を補正す
る輪郭補正ステップと、
　を有する信号処理方法。
【請求項１５】
　入力画像を構成する所定数のフレーム内で隣接または数画素隔てた画素対の輝度差のデ
ータ列を生成する輝度差生成ステップと、
　当該輝度差の大きさを所定の基準値と比較し、当該基準値を超える輝度差の数を計数し
、基準値を変えながら前記比較と計数を繰り返すことによって最大輝度差近傍の基準値を
検出するエッジ量検出ステップと、
　当該検出した基準値に基づいて前記輝度差のデータ列を輪郭補正量に順次変換する補正
量変換ステップと、
　輪郭補正量に応じてゲインを変えながら輪郭補正信号を生成する補正信号生成ステップ
と、
　入力した輪郭補正信号を入力画像信号と同期をとって加算し、入力画像の輪郭を補正す
る輪郭補正ステップと、
　を有する信号処理方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、画像の輝度の周波数帯域に適合した輪郭補正を行う信号処理装置とその方法
、ならびに、当該信号処理装置を用いた画像表示装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　画像処理の一つとして、輪郭がはっきりしない画像の輪郭を強調し、あるいは逆に、輪
郭が強調しすぎた画像の輪郭を多少ぼかして見やすい画像に補正する輪郭補正処理が知ら
れている。輪郭補正の一種として、たとえば、テレビジョン受像機等のディスプレイにお
いて画像の鮮鋭度（シャープネス）を向上させるために、映像信号の高周波成分をフィル
タ処理により抽出し、適当な利得を与えて元の映像信号に加算することにより、高域の周
波数特性を強調する輪郭強調処理が一般的である。
【０００３】
　輪郭強調が見た目に認知される際に、その輪郭をなす画像内エッジ部のシャープネスは
強調量（補正量のゲイン）に応じて決まるが、一方で、輪郭補正がエッジ部の周辺部分に
対しても過度に実行されて輪郭近傍が不自然になることを防止しなければならない。この
ような不自然さを防止する目的で、本願の出願人によって、補正しようとする帯域通過フ
ィルタの帯域（たとえば半値幅）や中心周波数などが変更できるように隣接画像の輝度差
に応じて適切なフィルタ係数を算出し、また、当該輝度差に応じてフィルタから出力され
る輪郭補正信号の利得を調整するようにしたビデオ信号処理装置が既に提案されている（
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特許文献１参照）。
【０００４】
　この技術は、特許文献１に記載されているように、ビデオカメラなどのカラー信号処理
装置で処理される、ある特定解像度の画像（入力画像）において、輪郭補正をしようとす
るシーンの画像が高周波成分を含むか否かを、隣接画素の輝度差が、たとえば、あるしき
い値を超えているか否かによって判断し、その判断の結果に応じてフィルタ特性や利得を
変化させるものである。
【０００５】
　ところで近年のディスプレイ装置などの分野では、ディスプレイパネル等の表示部の高
解像度化が進み、そのディスプレイの解像度に適合した入力画像は十分に鮮明な表示が可
能であり、とくに輪郭補正が必要ない場合が増えている。その一方で、様々な種類の装置
から出力され、解像度などの規格が異なる、あるいは、周波数帯域が異なる様々な画像信
号に対応する補正輪郭も要求されている。
【０００６】
　たとえば、ＳＤ(standard-definition)画像、ＨＤ(high-definition)画像、信号経路に
よりシャープネスが変化する放送画像、ＤＶＤ(Digital Versatile Disc)などの高画質画
像、ＳＴＢ(Set Top Box)などからのグラフィックがミックスされた画像などの各種信号
が、種々の入力端子からシャープネスなどの画像信号処理を行う処理ブロックに入力され
る。
　この処理ブロックにおける信号種類の判別方法としては、どの入力端子からの信号かに
よって判別する方法、水平および垂直の同期信号の周波数により判別する方法などが一般
的である。これにより信号種類の判別は可能であるが、その信号のもつ周波数帯域まで正
確に知ることは困難である。たとえば、入力端子がＤ４端子の場合、ＳＤ画像やＨＤ画像
などの異なる解像度の画像が入力されるため、入力端子のみを基準に信号帯域を判断する
ことはできない。ＲＣＡ端子についても同様である。また、入力信号の同期信号周波数に
よる判別では、同期信号の周波数がほぼ同じでも様々な経路を経てきた放送波画像とＤＶ
Ｄ画像の信号帯域が異なり、同期信号の周波数のみでは信号帯域まで判断できない。
【０００７】
　一方、様々な種類および解像度の画像が入力されることを前提とした最近のディスプレ
イ装置では、インターレース・プログレッシブ変換（ＩＰ変換）により入力画像を拡大ス
ケーリングして表示部の解像度に適合させる機能を有する。この場合、元々の解像度が低
い入力画像を、高い解像度の表示部に適合させる拡大スケーリング時の補間処理により元
の画素データ間にデータを新たに作成することから、画像の輪郭がぼけやすい。その意味
で輪郭強調の必要が生じ、最近のディスプレイ装置は、ＩＰ変換後の処理ブロックに輪郭
強調の機能を実装した信号処理装置（信号処理ＩＣ）を有している。
　この輪郭強調の処理ブロックに入力される画像が、たとえばＤ端子から入力され、かつ
ＩＰ変換後の信号周波数はＨＤ画像相当であっても、入力時のＩＰ変換前の画像はＳＤ画
像ということがある。このため、上述した入力端子による判別と同期信号周波数を組み合
わせた判別を行ったとしても、信号の周波数帯域を確実に判断することはできない。
【０００８】
　このように、様々な信号の入力を前提とした従来の信号処理装置で輪郭強調を行う場合
、その輪郭強調の処理ブロックの同じ入力経路に周波数帯域が異なる画像が入ってくる。
このとき、入力画像と表示画像がともにＨＤ画像などの高解像度画像の場合は輪郭強調を
必要としないが、入力画像がＳＤ画像で表示画像がＨＤ画像などの場合、ＩＰ変換により
低下した画像のシャープネスを輪郭強調により補正しなければならない。ところが、現状
の信号処理装置では、上述した理由により信号帯域の判別ができないことから信号帯域に
適合して必要なだけ輪郭強調を行うことができない。つまり、ＩＰ変換により低下した画
像のシャープネスを補正できるように周波数帯域の狭い画像で十分なレベルに輪郭強調量
を設定すると、周波数帯域が広い画像が入力された場合、その輪郭が過度に強調されてし
まうことから表示画像がギラギラした見苦しいものになってしまう。対応方法としてはユ
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ーザーに調整させることも可能であるが、ユーザーに周波数帯域と輪郭強調の関係を理解
してもらうことが必須になり、この方法は不可能に近く現実的ではない。
【０００９】
　つぎに、前述した特許文献１に記載された技術を、この様々な画像信号の入力を前提と
した信号処理装置の輪郭強調に適用した場合を考える。
　特許文献１に記載した技術では隣接画素の輝度差を検出しているが、これはフィルタ特
性や輪郭強調ゲインを切り換えるための基準として一定値以上の高周波成分を含むか否か
を判定するための処理であり、信号帯域を正確に検出するための処理ではない。この場合
でも、ある程度高い信号帯域を含む場合、低い信号帯域の場合で輪郭強調量が切り替わる
が、入力画像の信号帯域の変化に追従できないことから、信号帯域に適合した輪郭強調量
の設定精度が十分に得られない。
　また、たとえば画像のシーンが変わるたびに輪郭強調量が変更され、表示画面上で輪郭
強調の仕方が頻繁に変動する場合があり、この場合に、かえって見づらい表示画像となっ
てしまう。
【特許文献１】特開２０００－０１３６４２号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　解決しようとする課題は、周波数帯域が異なる様々な画像信号の入力を前提とした場合
に、当該周波数帯域に適合した高精度の輪郭補正量を適切なタイミングで生成できず、入
力画像を見やすく表示させるための輪郭強調補正ができないことである。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　本発明の第１の観点の信号処理装置は、入力画像の輪郭を補正する信号処理装置であっ
て、入力画像を構成する所定数のフレームごとに、隣接または数画素隔てた画素対の輝度
差のデータ列を生成し、当該データ列から最大輝度差を検出し保持するエッジ量検出部と
、当該最大輝度差に基づいて前記輝度差のデータ列を輪郭補正量に順次変換する補正量変
換部と、輪郭補正量に応じてゲインを変えながら輪郭補正信号を生成する補正信号生成部
と、入力した輪郭補正信号を入力画像信号と同期をとって加算し、入力画像の輪郭を補正
する輪郭補正部とを有する。
　本発明の第１の観点の画像表示装置は、入力画像の輪郭を信号処理回路で補正し、表示
部に送る画像表示装置であって、信号処理回路が、入力画像を構成する所定数のフレーム
ごとに、隣接または数画素隔てた画素対の輝度差のデータ列を生成し、当該データ列から
最大輝度差を検出し保持するエッジ量検出部と、当該最大輝度差に基づいて前記輝度差の
データ列を輪郭補正量に順次変換する補正量変換部と、輪郭補正量に応じてゲインを変え
ながら輪郭補正信号を生成する補正信号生成部と、入力した輪郭補正信号を入力画像信号
と同期をとって加算し、入力画像の輪郭を補正する輪郭補正部とを有する。
　本発明の第１の観点の信号処理方法は、　入力画像の輪郭を補正する信号処理方法であ
って、入力画像を構成する所定数のフレームごとに、隣接または数画素隔てた画素対の輝
度差のデータ列を生成する輝度差生成ステップと、当該データ列から最大輝度差を検出し
保持するエッジ量検出ステップと、当該最大輝度差に基づいて前記輝度差のデータ列を輪
郭補正量に順次変換する補正量変換ステップと、輪郭補正量に応じてゲインを変えながら
輪郭補正信号を生成する補正信号生成ステップと、入力した輪郭補正信号を入力画像信号
と同期をとって加算し、入力画像の輪郭を補正する輪郭補正ステップとを有する。
【００１２】
　本発明の第２の観点の信号処理装置は、入力画像から隣接または数画素隔てた画素対の
輝度差のデータ列を生成し、当該輝度差の大きさを複数の基準値と比較し、前記複数の基
準値で区分けされる複数の輝度差範囲の中から最大輝度差を含む輝度差範囲を所定数のフ
レームごとに検出するエッジ量検出部と、当該検出した範囲に基づいて前記輝度差のデー
タ列を輪郭補正量に順次変換する補正量変換部と、輪郭補正量に応じてゲインを変えなが
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ら輪郭補正信号を生成する補正信号生成部と、入力した輪郭補正信号を入力画像信号と同
期をとって加算し、入力画像の輪郭を補正する輪郭補正部とを有する。
　本発明の第２の観点の画像表示装置は、入力画像の輪郭を補正する信号処理回路と、補
正後の入力画像を表示する表示部と、を有し、前記信号処理回路が、入力画像から隣接ま
たは数画素隔てた画素対の輝度差のデータ列を生成し、当該輝度差の大きさを複数の基準
値と比較し、前記複数の基準値で区分けされる複数の輝度差範囲の中から最大輝度差を含
む輝度差範囲を所定数のフレームごとに検出するエッジ量検出部と、当該検出した範囲に
基づいて前記輝度差のデータ列を輪郭補正量に順次変換する補正量変換部と、輪郭補正量
に応じてゲインを変えながら輪郭補正信号を生成する補正信号生成部と、入力した輪郭補
正信号を入力画像信号と同期をとって加算し、入力画像の輪郭を補正する輪郭補正部とを
有する。
　本発明の第２の観点の信号処理方法は、入力画像から隣接または数画素隔てた画素対の
輝度差のデータ列を生成する輝度差生成ステップと、当該輝度差の大きさを複数の基準値
と比較し、前記複数の基準値で区分けされる複数の輝度差範囲の中から最大輝度差を含む
輝度差範囲を所定数のフレームごとに検出するエッジ量検出ステップと、当該検出した範
囲に基づいて前記輝度差のデータ列を輪郭補正量に順次変換する補正量変換ステップと、
輪郭補正量に応じてゲインを変えながら輪郭補正信号を生成する補正信号生成ステップと
、入力した輪郭補正信号を入力画像信号と同期をとって加算し、入力画像の輪郭を補正す
る輪郭補正ステップとを有する。
【００１３】
　本発明の第３の観点の信号処理装置は、入力画像の輪郭を補正する信号処理装置であっ
て、入力画像を構成する所定数のフレーム内で隣接または数画素隔てた画素対の輝度差の
データ列を生成し、当該輝度差の大きさを所定の基準値と比較し、当該基準値を超える輝
度差の数を計数し、基準値を変えながら前記比較と計数を繰り返すことによって最大輝度
差近傍の基準値を検出するエッジ量検出部と、当該検出した基準値に基づいて前記輝度差
のデータ列を輪郭補正量に順次変換する補正量変換部と、輪郭補正量に応じてゲインを変
えながら輪郭補正信号を生成する補正信号生成部と、入力した輪郭補正信号を入力画像信
号と同期をとって加算し、入力画像の輪郭を補正する輪郭補正部とを有する。
　本発明の第３の観点の画像表示装置は、入力画像の輪郭を信号処理回路で補正し、表示
部に送る画像表示装置であって、信号処理回路が、入力画像を構成する所定数のフレーム
内で隣接または数画素隔てた画素対の輝度差のデータ列を生成し、当該輝度差の大きさを
所定の基準値と比較し、当該基準値を超える輝度差の数を計数し、基準値を変えながら前
記比較と計数を繰り返すことによって最大輝度差近傍の基準値を検出するエッジ量検出部
と、当該検出した基準値に基づいて前記輝度差のデータ列を輪郭補正量に順次変換する補
正量変換部と、輪郭補正量に応じてゲインを変えながら輪郭補正信号を生成する補正信号
生成部と、入力した輪郭補正信号を入力画像信号と同期をとって加算し、入力画像の輪郭
を補正する輪郭補正部とを有する。
　本発明の第３の観点の信号処理方法は、入力画像の輪郭を補正する信号処理方法であっ
て、入力画像を構成する所定数のフレーム内で隣接または数画素隔てた画素対の輝度差の
データ列を生成する輝度差生成ステップと、当該輝度差の大きさを所定の基準値と比較し
、当該基準値を超える輝度差の数を計数し、基準値を変えながら前記比較と計数を繰り返
すことによって最大輝度差近傍の基準値を検出するエッジ量検出ステップと、当該検出し
た基準値に基づいて前記輝度差のデータ列を輪郭補正量に順次変換する補正量変換ステッ
プと、輪郭補正量に応じてゲインを変えながら輪郭補正信号を生成する補正信号生成ステ
ップと、入力した輪郭補正信号を入力画像信号と同期をとって加算し、入力画像の輪郭を
補正する輪郭補正ステップとを有する。
【００１４】
　上述した第１～第３の観点において、好適に、入力画像のエッジ情報を抽出する前記補
正信号生成部内の鮮鋭化フィルタと、前記所定数のフレーム内で平均輝度レベルを計測す
る平均輝度計測部とを有し、鮮鋭化フィルタのフィルタ係数を平均輝度レベルに基づいて
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変更する。
【００１５】
　本発明の第１の観点によれば、入力画像信号がエッジ量検出部に入力されると、たとえ
ば１フレームまたは数フレーム内で隣接または数画素隔てた画素対の輝度差が計測され、
その最大輝度差が検出される。本発明では、この最大輝度差を調べる範囲を所定数のフレ
ームに規定している。また補正量変換部が、最大輝度差に基づいて輝度差のデータ列を輪
郭補正量に順次変換する。この最大輝度差が、所定数のフレーム内の輝度の最高周波数と
ほぼ比例したパラメータである。したがって、輪郭補正量は輝度の最大周波数に依存して
設定される。
　補正信号生成部は、たとえば、所定のフィルタ係数を用いて入力画像信号の輪郭を抽出
する鮮鋭化フィルタにより輪郭補正信号を生成する。このとき輪郭補正量に応じて信号の
ゲインを変更する。生成された輪郭補正信号は輪郭補正部に送られ、入力されてきた入力
画像信号と加算される。このとき輪郭補正信号のゲインは所定数のフレームごとに変更可
能であることから、輪郭補正信号は入力画像信号に対し所定数のフレームごとに同期をと
って輪郭補正部に入力される。そのため、輪郭補正部からは輝度の最大周波数に対応して
輪郭補正がなされた画像信号が出力される。
　画像表示装置では、この輪郭補正後の画像信号が表示部に供給され、その表示面に所定
の画像が表示される。
【００１６】
　本発明の第２および第３の観点では、最大輝度差そのものは求めない。
　第２の観点では、最大輝度差を含む範囲を求める。つまり、エッジ量検出部が、計測し
た輝度差のデータ列から、複数の基準値を用いて輝度差の大きさを比較し、その輝度差の
大まかな度数分布の情報が保持される。複数の基準値により区分けされる度数分布におい
て、輝度差が存在する最大の輝度差範囲が最大周波数に関するパラメータとして求まり、
これを用いて輪郭補正信号を生成する。以後は、第１の観点と同様、輪郭補正信号と入力
画像信号が同期をとって加算されると、輪郭補正が完了する。
　第３の観点では、最大輝度差を含む範囲を求める際の基準値は１つであるが、これを順
次大きく変化させる。このとき最初に基準値を超える輝度差がゼロとなったときの基準値
または当該基準値より１ステップ小さい基準値が最大輝度差に最も近く、輝度の最大周波
数を表すパラメータとして求まる。以後は、このパラメータを用いて輪郭補正信号を生成
し、輪郭補正信号と入力画像信号が同期をとって加算されると、輪郭補正が完了する。
【００１７】
　第１～第３の観点で平均輝度計測部を有する場合、ここで平均輝度レベルが計測される
。計測された平均輝度レベルは補正信号生成部に入力され、その輪郭補正信号のエッジ情
報を抽出する鮮鋭化フィルタのフィルタ係数の生成または選択等に供せられる。したがっ
て、画面の明暗に応じて見やすくするための鮮鋭化フィルタで輪郭補正信号が生成され、
輪郭強調に用いられる。
【発明の効果】
【００１８】
　本発明の信号処理装置および画像表示装置によれば、入力画像信号の輝度の最高周波数
に関するパラメータとして最大輝度差が検出され、最大輝度差に応じて輪郭補正量が決め
られることから、高精度な輪郭補正が可能である。また、輝度の周波数帯域が異なる任意
の解像度あるいは帯域幅の画像信号が入力された場合、輝度の最高周波数あるいは帯域幅
が最大輝度差を介して検出できる。このため、たとえば、最大輝度差に応じて、輝度差に
対する輪郭補正量の変化の割合を変える、あるいは、ある帯域幅以上の信号は輪郭補正を
行わず、それ未満の狭帯域信号では最大輝度差に応じて輪郭補正を正確に行うといった細
かな制御が可能となる。
　また、平均輝度レベルを検出する場合、上記最高輝度差に応じた輪郭補正量の制御に加
えて、平均輝度レベルにより鮮鋭化フィルタの係数を変更できる。したがって、たとえば
輪郭の太さや急峻性などを画面全体の明るさに応じて適正化することができる。
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【発明を実施するための最良の形態】
【００１９】
　図１に本発明の実施の形態に係る信号処理装置の構成を示す。信号処理装置は画像の輪
郭をぼかす処理にも適用可能であるが、ここでは輪郭強調補正を行う場合を例とする。な
お、図１に示す信号処理装置は、ディスプレイ装置内の信号処理回路として実施可能であ
り、その場合に不図示の表示部に供給する画像の輪郭補正を行うものである。
　信号処理装置１は、輝度信号生成回路１１、補正量としての輪郭強調量を設定する補正
量設定部１２、輪郭補正信号を生成する補正信号生成部１３、および、輪郭強調のために
信号の加算を行う輪郭補正部１４を有する。
　これらの構成は、その全てをハードウェハ（回路）により実現してもよいし、その一部
、とくに補正量設定部１２の機能の少なくとも一部をソフトウェアにより実現することも
できる。なお、ソフトウェアによる場合の詳細は後述する。
【００２０】
　輝度信号生成回路１１は入力端子Ｔｉ１、Ｔｉ２、Ｔｉ３に接続され、それぞれの入力
端子から入力画像信号として赤（Ｒ）信号、緑（Ｇ）信号、青（Ｂ）信号が入力される。
輝度信号生成回路１１は、入力したＲ信号、Ｇ信号およびＢ信号からコンポーネント信号
（Ｙ信号／色差信号）を生成し、その輝度（Ｙ）信号Ｓ１１を分離して補正量設定部１２
に供給する。補正量設定部１２は、主として、輝度信号Ｓ１１に基づいて隣接画素の輝度
差から輪郭補正量Ｓ１６を求め時間的平滑処理を実行した後、当該時間的平滑後の輪郭補
正量を示す信号（以下、輪郭強調利得信号という）Ｓ１７を補正信号生成部１３に供給す
る。補正信号生成部１３は輝度（Ｙ）信号Ｓ１１を入力し、輝度信号Ｓ１１から鮮鋭化フ
ィルタによってエッジ情報を抽出し、入力された輪郭強調利得信号Ｓ１７でゲイン調整し
て輪郭補正信号Ｓ１３を生成する。生成された輪郭補正信号Ｓ１３は輪郭補正部１４に供
給される。輪郭補正部１４は、入力画像信号であるＲ信号、Ｇ信号およびＢ信号を入力し
、その入力画像に輪郭強調補正を行う。このとき、入力されている輪郭補正信号Ｓ１３に
よって輪郭強調量が決定される。輪郭強調後のＲ信号、Ｇ信号およびＢ信号（輪郭強調後
のＲＧＢ信号Ｓ１４）は、それぞれ出力端子Ｔｏ１、Ｔｏ２およびＴｏ３から、図示を省
略したディスプレイ装置の表示部などに出力される。
【００２１】
　補正量設定部１２は、画素対の輝度差を計測しエッジ量を検出するエッジ量検出部１５
、エッジ量を輪郭強調量（補正量）に変換する補正量変換部１６、および、補正量をある
所定の時間内で平均する時間的平滑部１７を有する。
　ここで画素の輝度差の最大値あるいは当該最大値を含む輝度差範囲を「エッジ量」と称
している。輝度差範囲を検出する場合は後述することから、ここではまず、最大輝度差検
出を行う場合を考える。その場合にエッジ量検出部１５は、入力画像信号（輝度信号）Ｓ
１１から隣接画素、あるいは、１以上の画素を間に隔てた画素対で輝度差を計測し、当該
計測を所定数のフレーム内で繰り返して輝度信号Ｓ１１を輝度差からなるデータ列に変換
し、エッジ量として最大輝度差を検出する。
【００２２】
　本発明では、輝度差計測の対象となる画素対の配置方向、すなわち最大輝度差の計測方
向を、水平と垂直の少なくとも一方の方向とする。その際、入力した輝度データを画素あ
るいはラインごとに遅延させる必要がある。輝度信号Ｓ１１のデータ入力が水平ラインご
とに時系列で行われることから、一般に水平方向での輝度差計測が、垂直方向の輝度差計
測に比べると遅延処理の回路規模や時間的負担が少なくてすむ。したがって、図１に示す
エッジ量検出部１５は、水平方向で画素対の輝度差を計測し、所定数のフレームにおける
輝度差の最大値を保持（ピークホールド）する構成となっている。なお、水平と垂直の双
方で画素データ（輝度データ）を遅延させる構成については後述する。
【００２３】
　図２に、エッジ量検出部１５の動作を説明するためのグラフを示す。このグラフの横軸
に水平ラインの、ある画素を起点として処理が実行される画素番号を示し、縦軸に輝度信
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号値、隣接画素間の輝度差、および、当該輝度差のピークホールド値を輝度値で示す。実
際の輝度値は、たとえば８ビット階調で各色信号の輝度が規定される場合に０～２５５の
値を有するが、ここでは最大値を「２０」で正規化した相対輝度値を示している。図中、
「黒丸印を結ぶ折れ線」が輝度信号により規定された輝度値であり、「黒い四角印を結ぶ
折れ線」が水平方向の輝度差分の絶対値を示している。求める最大輝度差は、この輝度差
分の絶対値をピークホールドして計測する。このピークホールド値を図２中の「黒い三角
印」で示し、その推移を示す折れ線のようにピーク値は画素番号が大きくなるにしたがっ
て段階的に大きくなる傾向を示す。
　エッジ量検出部１５は、この図２に示す動作を所定数のフレーム、ここでは１フレーム
の期間中の全画素について順次実行する。ピーク値（最大輝度値）は次のフレームの計測
が完了するまで保持される。エッジ量検出部１５は、隣接画素間の輝度値差分の絶対値に
輝度信号を変換する機能と、１フレーム内の最大輝度差分値を検出し保持する機能との２
つの機能を有する。
【００２４】
　補正量変換部１６は、外部入力される垂直同期信号ＶＳの入力に応じて動作タイミング
が制御される。つまり、次の垂直同期信号が入力されるときに、それまで行っていた１フ
レーム分のエッジ量検出（輝度差への変換）が完了する。このとき、エッジ量検出部１５
のピークホールド値は当該１フレーム内での最大輝度差となっていることから、このホー
ルド値を垂直同期タイミングで読み出し、当該ホールド値に基づいて輝度差を順次、輪郭
補正量に変換する。より詳細には補正量変換部１６が、エッジ量検出部１５から次々に入
力される隣接画素間の輝度差分値を、これに１フレーム内のピーク値（最大輝度差）に応
じて設定された係数を掛けて輪郭補正量Ｓ１６に変換する。
【００２５】
　図３に、補正量変換部１６の変換特性を示す。この変換特性は、外部から入力されるユ
ーザーが設定した輪郭補正量Ｅｕをセンター値として、輪郭補正量を制御する場合の例で
ある。ユーザーが輪郭補正量Ｅｕを設定すると、この値をセンターとし、検出したピーク
値（最大輝度差）により算出された係数を傾きとした図示のような変換特性が自動的に設
定される。したがって、エッジ量検出部１５によって計測された隣接画素間の輝度差分値
が大きい場合には小さくなり、輝度差分値が小さい場合、大きな値になるように輪郭補正
量が制御される。
　なお、この変換特性は傾きが負の傾向を示す特性となればよく、図示のものに限定され
ない。図３では、ピーク値が大きい側と小さい側で強調量が変化しないように制限されて
いるが、たとえばピーク値が大きい側のみ強調量を制限する、あるいは制限なしに全体を
直線としてもよい。また、ピーク値に対し強調量を非線形に変化させてもよい。
【００２６】
　図４に時間的平滑部１７の回路またはソフトウェア上での構成例を示す。
　時間的平滑部１７は、直列接続された所定数の遅延部１７１と平均部１７２を有する。
遅延部１７１の数および遅延量は任意であり、ここでは１フレーム遅延量の遅延部１７１
が２つ設けられている。平均部１７２に１フレーム遅延後と２フレーム遅延後の輪郭補正
量が入力され、これが平均部１７２によって平均化され輪郭強調利得信号Ｓ１７となって
出力される。２つの遅延部１７１は垂直同期信号ＶＳにより制御され、この輪郭強調利得
信号Ｓ１７は、入力に対して２フレーム遅延後の信号である。前述したようにエッジ量計
測と補正量変換にそれぞれ１フレーム期間を要していることから、図１に示す補正量設定
部１２は入力に対し出力が４フレームの遅延量を有する。この遅延量は任意に設定可能で
あり、とくに時間的平滑部１７の遅延段数を制御することで変更できる。輪郭強調利得信
号Ｓ１７は、垂直同期信号ＶＳに同期した信号として図１に示す補正信号生成部１３に供
給される。
【００２７】
　図５に、補正信号生成部１３の構成例を示す。
　補正信号生成部１３は、図１に示す輝度信号生成回路１１から入力画像信号の輝度信号
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Ｓ１１を入力し、入力画像のエッジ情報を抽出する鮮鋭化フィルタ１３１を有する。鮮鋭
化フィルタの構成は任意であり、ここでは３つのフィルタ係数セットによって異なるエッ
ジ抽出が行われ、その結果をフィルタ出力Ｆ１、Ｆ２、Ｆ３として取り出すようになって
いる。３つのフィルタ出力Ｆ１～Ｆ３は選択回路（ＳＷ）１３２に入力され、ここで何れ
か１つが選択される。選択されたフィルタ出力は乗算器１３３で、入力される時間的平滑
後の輪郭強調利得信号Ｓ１７と乗算され、これにより輪郭補正信号Ｓ１３が生成される。
この乗算器を含め図５に示す回路は垂直同期信号により同期して動作していることから、
生成された輪郭補正信号Ｓ１３も垂直同期信号に同期した信号として図１に示す輪郭補正
部１４に供給される。
【００２８】
　鮮鋭化フィルタ１３１は、図５に示すように、１画素遅延量の４つの遅延部１３４－１
、１３４－２、１３４－３、１３４－４と、５つの係数乗算器１３５－０、１３５－１、
１３５－２、１３５－３、１３５－４と、３つの加算器１３６－１、１３６－２、１３６
－３と、１つのレベル調整のための乗算器１３７とを有する。
　４つの遅延部１３４－１～１３４－４は直列接続され、図１に示す輝度信号Ｓ１１を出
力する輝度信号生成回路１１の出力が当該精鋭化フィルタ１３１の入力端子に接続されて
いる。５つの係数乗算器１３５－０、１３５－１、１３５－２、１３５－３、１３５－４
の一方側入力にそれぞれ、輝度信号Ｓ１１の入力、遅延部１３４－１の出力、遅延部１３
４－２の出力、遅延部１３４－３の出力、遅延部１３４－４の出力が接続されている。ま
た、５つの係数乗算器１３５－０、１３５－１、１３５－２、１３５－３、１３５－４の
他方側入力に、不図示の係数を生成しあるいは保持している手段が接続され、それぞれの
係数値である「－１．０」、「－１．０」、「＋２．０」、「－１．０」、「－１．０」
が入力されるようになっている。
　加算器１３６－１の入力に、３つの係数乗算器１３５－１、１３５－２および１３５－
３の出力が接続されている。加算器１３６－２の入力に、３つの係数乗算器１３５－０、
１３５－２および１３５－４の出力が接続されている。加算器１３６－３に５つの係数乗
算器１３５－０、１３５－１、１３５－２、１３５－３および１３５－４の出力が接続さ
れ、当該加算器１３６－３の出力が乗算器１３７の一方側入力に接続され、その他方側入
力に係数「－０．５」が供給されている。加算器１３６－１と１３６－２の出力、ならび
に、乗算器１３７の出力が選択回路１３２の入力に接続されている。選択回路１３２の出
力が乗算器１３３の一方側入力に接続され、その他方側入力に図１に示す時間的平滑部１
７の出力が接続されている。乗算器１３７の出力からは、生成した輪郭補正信号Ｓ１３が
図１に示す輪郭補正部１４に供給される。
【００２９】
　このような構成の補正信号生成部１３において、第１のフィルタ出力Ｆ１を得るために
は、入力された輝度信号Ｓ１１を遅延部１３４－１～１３４－３で３回遅延させ、１回遅
延後の輝度信号Ｓ１１－１、２回遅延後の輝度信号Ｓ１１－２、３回遅延後の輝度信号Ｓ
１１－３を生成する。これら遅延後の輝度信号Ｓ１１－１～Ｓ１１－３は、それぞれが対
応した係数乗算器１３５－１～１３５－３で係数「－１．０」、「＋２．０」、「－１．
０」と乗算され、加算器１３６－１に入力される。その結果、入力された輝度信号Ｓ１１
から第１フィルタ特性で抽出されたエッジ情報が第１のフィルタ出力Ｆ１として加算器１
３６－１から出力され、選択回路１３２に入力される。
　第２のフィルタ出力Ｆ２を得るためには、入力された輝度信号Ｓ１１を遅延部１３４－
１～１３４－４で４回遅延させ、遅延前の輝度信号Ｓ１１－０、２回遅延後の輝度信号Ｓ
１１－２、４回遅延後の輝度信号Ｓ１１－４を生成する。これら輝度信号Ｓ１１－０、Ｓ
１１－２、Ｓ１１－４は、それぞれが対応した係数乗算器１３５－０、１３５－２、１３
５－４で係数「－１．０」、「＋２．０」、「－１．０」と乗算され、加算器１３６－２
に入力される。その結果、入力された輝度信号Ｓ１１から、上記第１フィルタ特性と異な
る第２フィルタ特性で抽出されたエッジ情報が第２のフィルタ出力Ｆ２として加算器１３
６－２から出力され、選択回路１３２に入力される。
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　第３のフィルタ出力Ｆ３を得るためには、入力された輝度信号Ｓ１１を遅延部１３４－
１～１３４－４で４回遅延させ、遅延前の輝度信号Ｓ１１－０、１回遅延後の輝度信号Ｓ
１１－１、２回遅延後の輝度信号Ｓ１１－２、３回遅延後の輝度信号Ｓ１１－３、４回遅
延後の輝度信号Ｓ１１－４を生成する。これら輝度信号Ｓ１１－０～Ｓ１１－４は、それ
ぞれが対応した係数乗算器１３５－０～１３５－４で係数「－１．０」、「－１．０」、
「＋２．０」、「－１．０」、「－１．０」と乗算され、加算器１３６－３に入力される
。加算器１３６－３の出力が乗算器１３７で係数「－０．５」と乗算され、その結果、入
力された輝度信号Ｓ１１から上記第１および第２フィルタ特性と異なる第３フィルタ特性
で抽出されたエッジ情報が第３のフィルタ出力Ｆ３として乗算器１３７から出力され、選
択回路１３２に入力される。
【００３０】
　選択回路１３２は、たとえばユーザーの任意選択により第１～第３フィルタ出力Ｆ１～
Ｆ３の何れかを選択する。選択されたフィルタ出力は乗算器１３３で、入力された時間的
平滑後の輪郭強調利得信号Ｓ１７と乗算され、フィルタ出力のゲインが調整された後、輪
郭補正信号Ｓ１３として出力される。
　なお、フィルタ特性を決める遅延量や係数の設定、フィルタ出力数は任意であり、これ
らは、想定される入力画像信号の解像度ならびに仕様、たとえばＳＤ信号、ＨＤ信号ある
いはＤＶＤ信号などに応じて決められている。また、選択回路１３２の制御を時間的平滑
後の輪郭強調利得信号Ｓ１７に応じて行う構成でも構わない。これらのフィルタ特性の違
いにより輪郭強調にどのような差がでるのかは後述する。
【００３１】
　図６に、輪郭補正部１４の構成を示す。
　輪郭補正部１４は、それぞれが所定の遅延量を有する３つの遅延部１４１－１，１４１
－２および１４１－３、ならびに、３つの加算器１４２－１，１４２－２および１４２－
３を有する。遅延部１４１－１～１４１－３に、図１に示す入力端子Ｔｉ１～Ｔｉ３から
ＲＧＢ信号（Ｒ信号、Ｇ信号およびＢ信号）が入力されるようになっている。加算器１４
２－１～１４２－３の各一方側入力に、それぞれ遅延部１４１－１～１４１－３の出力が
接続されている。また、加算器１４１－１～１４１－３の他方側入力に、図５に示す補正
信号生成部１３からの輪郭補正信号Ｓ１３が供給されるようになっている。加算器１４１
－１～１４１－３の出力は図１に示す出力端子Ｔｏ１～Ｔｏ３に接続され、これらの出力
端子から輪郭強調補正後のＲＧＢ信号Ｓ１４が出力され、図示を省略した他の処理回路や
表示部に供給される。
　この輪郭補正部１４は、垂直および水平の同期信号に同期して動作するように構成され
ている。また、遅延部１４１－１～１４１－３は同一の遅延量を有し、その値は、図１に
示す輝度信号生成回路１１、補正量設定部１２および補正信号生成部１３の全体による信
号遅延量に応じて決められている。その結果、加算器１４２－１～１４２－３の他方側入
力に輪郭補正信号Ｓ１３が入力されたときに、この輪郭補正信号Ｓ１３に対応したＲＧＢ
信号が各遅延部１４１－１～１４１－３から加算器１４２－１～１４２－３の一方側入力
から与えられるようになっている。
【００３２】
　以上の図５および図６に示す構成での信号波形の推移を、図７のタイミングチャートに
例示する。
　図７（Ａ）に、図５に示す遅延部１３４－１に入力される輝度信号Ｓ１１のアウトライ
ン波形を模式的に示す。輝度信号Ｓ１１が遅延部１３４－１～１３４－４に順次入力され
ると、遅延部１３４－１から図７（Ｂ）に示す１回遅延後の輝度信号Ｓ１１－１が出力さ
れ、遅延部１３４－２から図７（Ｃ）に示す２回遅延後の輝度信号Ｓ１１－２が出力され
、遅延部１３４－３から図７（Ｄ）に示す３回遅延後の輝度信号Ｓ１１－３が出力され、
遅延部１３４－４から図７（Ｅ）に示す１回遅延後の輝度信号Ｓ１１－４が出力される。
　また、図７（Ｆ）に、図５に示す乗算器１３３に入力される時間的平滑後の輪郭強調利
得信号Ｓ１７の波形を示す。この輪郭強調利得信号Ｓ１７は、図７（Ａ）～図７（Ｅ）に



(13) JP 4325388 B2 2009.9.2

10

20

30

40

50

示す輝度信号の入力時より前の垂直同期信号によって既に立ち上がり、フィルタ処理時に
一定のＤＣレベルを維持する信号である。この輪郭強調利得信号Ｓ１７のＤＣレベルが最
大輝度差に応じた、たとえば１以下の値を有している。ここでは輪郭強調利得信号Ｓ１７
のＤＣレベルが「０．５」の場合を例示している。
【００３３】
　前述した第１のフィルタ出力Ｆ１は、１画素分の遅延間隔を有する３つの輝度信号Ｓ１
１－１、Ｓ１１－２およびＳ１１－３を、それぞれの係数「－１．０」、「＋２．０」、
「－１．０」で重み付けして加算した信号であることから、図７（Ｇ）に示すようにエッ
ジの左右１画素の範囲でシャープネスをかける信号として生成される。第１のフィルタ出
力Ｆ１が乗算器１３３で０．５倍にゲイン調整され、図７（Ｈ）に示す第１フィルタ特性
に対応した輪郭補正信号Ｓ１３－１が生成される。
　前述した第２のフィルタ出力Ｆ２は、２画素分の遅延間隔を有する３つの輝度信号Ｓ１
１－０、Ｓ１１－２およびＳ１１－４を、それぞれの係数「－１．０」、「＋２．０」、
「－１．０」で重み付けして加算した信号であることから、図７（Ｉ）に示すようにエッ
ジの左右２画素の範囲でシャープネスをかける信号として生成される。第２のフィルタ出
力Ｆ２が乗算器１３３で０．５倍にゲイン調整され、図７（Ｊ）に示す第２フィルタ特性
に対応した輪郭補正信号Ｓ１３－２が生成される。
　前述した第３のフィルタ出力Ｆ３は、１画素分の遅延間隔を有する５つの輝度信号Ｓ１
１－０、Ｓ１１－１、Ｓ１１－２、Ｓ１１－３およびＳ１１－４を、それぞれの係数「－
１．０」、「－１．０」、「＋２．０」、「－１．０」、「－１．０」で重み付けして加
算し、さらに「－０．５」倍にゲイン調整した信号であることから、図７（Ｋ）に示すよ
うにエッジの左右２画素の範囲で１画素ごとに異なるシャープネスをかける信号として生
成される。第３のフィルタ出力Ｆ３は、他のフィルタ出力Ｆ１およびＦ２と異なり、５つ
の輝度信号を加算したものでありレベルが相対的に大きくなることから、乗算器１３７に
より適当な倍率、たとえば「－０．５」でゲイン調整される。第３のフィルタ出力Ｆ３が
乗算器１３３で更に０．５倍にゲイン調整され、図７（Ｌ）に示す第３フィルタ特性に対
応した輪郭補正信号Ｓ１３－３が生成される。
【００３４】
　前述したように選択回路１３２が第１から第３のフィルタ出力Ｆ１～Ｆ３の何れかを選
択することから、これらの３つの輪郭補正信号Ｓ１３－１～Ｓ１３－３はその中の１つが
生成され、輪郭補正部１４に供給される。
【００３５】
　前述したように、図６に示す輪郭補正部１４はＲＧＢ信号の各色の系統で同じ動作を行
う。図７（Ｍ）～図７（Ｏ）に輪郭補正後のＲＧＢ信号の波形を示しており、この波形は
各色で共通な一般化した波形となっている。
　図７（Ｍ）に示す輪郭補正後の信号Ｓ１４－１は、図７（Ａ）に示す輝度信号Ｓ１１を
抽出した元の入力画像信号と、図７（Ｈ）に示す第１フィルタ特性の輪郭補正信号Ｓ１３
－１とを加算した信号である。同様に、図７（Ｎ）に示す輪郭補正後の信号Ｓ１４－２は
、入力画像信号と図７（Ｊ）に示す第２フィルタ特性の輪郭補正信号Ｓ１３－２と加算し
た信号である。また、図７（Ｏ）に示す輪郭補正後の信号Ｓ１４－３は、入力画像信号と
図７（Ｌ）に示す第３フィルタ特性の輪郭補正信号Ｓ１３－３と加算した信号である。こ
れらの信号同士の加算は図６に示す加算器１４２－１～１４２－３で実行されるが、その
前に入力画像信号の遅延量を遅延部１４１－１～１４１－３で最適化することによって正
確な信号同士の同期がとられる。
【００３６】
　つぎに、本実施の形態の変形例を幾つか記述する。
　図１に示す構成の一部をマイクロコンピュータ（μＣ）が実行するプログラム上の機能
で実施することができる。
　図８は、図１に示す補正量変換部１６と時間的平滑部１７の機能の実行をマイクロコン
ピュータ（μＣ）２０によって代替させた場合の構成図である。
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　垂直同期信号ＶＳをマイクロコンピュータ２０の割り込みポートに接続し、垂直同期パ
ルスによる割り込みのたびに、次の［表１］に示す計算のソフトウェアをマイクロコンピ
ュータ２０で実行させる。
【００３７】
［表１］
　measure１＝measure０
　measure０＝最大輝度差の検出値
　measure＝（measure０＋measure１）／２
　emphasis＝function(measure)
【００３８】
　ここで、「measure０」は１フレーム前の最大輝度値の検出値であり、これを「measure
１」にコピーした後に「measure０」に現フレームの最大輝度値の検出値をエッジ量検出
部１５から読み出して格納する。そして、「measure０」「measure１」の平均をとった後
に、強調量「emphasis」を検出値「measure」をパラメータとした関数「function(measur
e)」で計算する。この検出値の平均により時間的平滑処理が実行され、また、関数「func
tion(measure)」処理によって補正量変換処理が実行される。この関数処理後の出力は、
輪郭強調利得信号Ｓ１７として補正信号生成部１３に出力される。
【００３９】
　図９に垂直と水平の双方でエッジ情報を抽出し、輪郭補正信号Ｓ１３を生成する場合の
補正信号生成部の構成を示す。
　いままでの記述は、水平方向に輝度信号を遅延させ、鮮鋭化フィルタによるエッジ情報
の抽出を水平方向で行った場合であった（図５参照）。ところが、エッジ情報は垂直方向
でも抽出できる。そこで図９に、垂直と水平の双方でエッジ情報を抽出し、それを加算す
ることでエッジ情報精度を向上させた例を示す。
【００４０】
　図９に示す補正信号生成部１３Ａは、２つのラインメモリ３１－１と３１－２、４つの
フリップフロップ（Ｆ／Ｆ）３２－１～３１－４、垂直方向のフィルタ演算部３３ｖ、水
平方向のフィルタ演算部３３ｈ、加算器３４および乗算器３５を有する。
【００４１】
　輝度信号Ｓ１１がラインメモリ３１－１とＦ／Ｆ３２－１に入力される。Ｆ／Ｆ３２－
１により１画素だけ遅延した輝度信号Ｓ１１－０１が生成される。また、ラインメモリ３
１－１とＦ／Ｆ３２－２が直列接続され、そのＦ／Ｆ３２－２の出力で１ラインと１画素
だけ遅延した輝度信号Ｓ１１－１１が生成される。さらに、ラインメモリ３１－１と３１
－２ならびにＦ／Ｆ３２－３が直列接続され、そのＦ／Ｆ３２－３の出力で２ラインと１
画素だけ遅延した輝度信号Ｓ１１－２１が生成される。これらの生成された３つの輝度信
号Ｓ１１－０１，Ｓ１１－１１およびＳ１１－２１は表示の際に垂直方向に隣接する３画
素の輝度情報を提供する。これらの輝度信号Ｓ１１－０１，Ｓ１１－１１およびＳ１１－
２１が垂直方向のフィルタ演算部３３ｖに入力され、ここで各輝度信号への重み付け乗算
と、その結果の加算が実行される。この乗算と加算（積和）演算自体は図５と同じであり
、ここではフィルタ係数セットが（－１）：２：（－１）の１セットのみ用意されている
。このフィルタ演算部３３ｖによって垂直方向のエッジ情報Ｓ３３ｖが検出され、加算器
３４に供給される。
【００４２】
　輝度信号Ｓ１１がラインメモリ３１－１に入力されると、これにより１ラインだけ遅延
した輝度信号Ｓ１１－１０が生成される。また、ラインメモリ３１－１ならびにＦ／Ｆ３
２－２とＦ／Ｆ３２－４が直列接続され、そのラインメモリ３１－１とＦ／Ｆ３２－２と
の接続中点で１ラインと１画素だけ遅延した輝度信号Ｓ１１－１１が生成され、Ｆ／Ｆ３
２－２と３２－４との接続中点で１ラインと２画素だけ遅延した輝度信号Ｓ１１－１２が
生成される。これらの生成された３つの輝度信号Ｓ１１－１０，Ｓ１１－１１およびＳ１
１－１２は表示の際に水平方向に隣接する３画素の輝度情報を提供する。これらの輝度信
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号Ｓ１１－１０，Ｓ１１－１１およびＳ１１－１２が水平方向のフィルタ演算部３３ｈに
入力され、ここで各輝度信号への重み付け乗算と、その結果の加算が実行される。この乗
算と加算（積和）演算自体は図５と同じであり、ここではフィルタ係数セットが（－１）
：２：（－１）の１セットのみ用意されている。このフィルタ演算部３３ｈによって水平
方向のエッジ情報Ｓ３３ｈが検出され、加算器３４に供給される。
【００４３】
　加算器３４でエッジ情報Ｓ３３ｖとＳ３３ｈが加算され、乗算器３５で、入力されてき
た輪郭強調利得信号Ｓ１７と掛け合わされる。ここでの輪郭強調利得信号Ｓ１７は図１の
場合と同様に生成されたものである。ただし、ここでは図９に示すエッジ情報抽出の方法
に適合した補正量変換部１６の変換特性を定めるテーブルや関数、さらには時間的平滑部
１７の遅延量などが最適化され、その結果、生成された輪郭強調利得信号Ｓ１７の供給タ
イミングやゲイン値も図９に示すエッジ情報抽出の方法に適合したものとなっている。乗
算器３５からは、水平と垂直の双方でエッジ情報を考慮することによって、水平方向と垂
直方向の２方向の輪郭補正に対応できる輪郭補正信号Ｓ１３が図１に示す輪郭補正部１４
に供給される。
　なお、輪郭補正部１４は垂直と水平の双方または一方で輪郭補正を行う構成とすること
ができる。また、図９に示す２つのフィルタ演算部３３ｖと３３ｈの一方の機能を選択さ
せ、水平または垂直の一方のみでエッジ情報が検出されるようにしてエッジ情報の検出方
向を２方向で切り替える構成としてもよい。これに対応して輪郭補正部１４の輪郭補正を
行う方向を切り替えるようにしてもよい。さらに、図５の場合と同様に複数のフィルタ係
数セットを用意しておき、その選択をユーザー操作あるいは最大輝度差などの検出情報に
応じて行う構成の採用も可能である。
【００４４】
　先の記載では、エッジ量検出部１５にピークホールド機能を備え、これによって最大輝
度値を保持する構成となっていた。本発明は、この構成に限定されない。すなわち、最大
輝度値を検出する必要は必ずしもなく、最大輝度値を含む周波数範囲（以下、便宜上「上
限範囲」という）を検出できればよい。この周波数帯域の上限範囲が入力画像信号の種類
や周波数帯域に応じたものであることから、計測した輝度差を上限範囲に応じて輪郭補正
量に変換すれば、前述したピーク値による場合と同じ制御が可能である。
【００４５】
　図１０に、上限範囲を検出して保持させる場合の全体構成を示す。図１０に示す構成は
エッジ量検出部１５の構成において図１と異なる。図１０に示すエッジ量検出部１５は、
入力した輝度信号Ｓ１１を、隣接または所定数の画素隔てた画素対で輝度差分の絶対値に
変換する輝度差変換部１５Ａと、輝度差変換部１５Ａで検出され順次入力されてくる輝度
差の大きさをしきい値と比較し、その比較結果から周波数帯域の上限範囲を特定するエッ
ジ量特定部１５Ｂとからなる。ここでいう「エッジ量」とは周波数帯域の上限範囲を意味
する。
　エッジ量特定部１５Ｂは、エッジ量である上限範囲を補正量変換部１６に供給する。補
正量変換部１６は、この上限範囲に応じた変換特性で、輝度差変換部１５Ａから順次入力
される輝度差を輪郭補正量に変換する。図１０に示す補正量変換部１６の機能自体は図１
の場合と変わらないが、制御パラメータがピーク値（最大輝度差）から上限範囲に変更さ
れている。
【００４６】
　さらに、エッジ量特定部１５Ｂが行う輝度差の大きさの比較判定の方法が幾つか存在し
、ここでは以下に、複数のしきい値を用いる第１の方法と、単一のしきい値を用い、これ
を変更しながら比較を繰り返す第２の方法の詳細を記述する。なお、ここでの記述はハー
ドウェア制御による具体的な例を挙げているが、輝度差の大きさの比較判定の方法を実現
する手段はほかにもあり、この例に限定されるものではない。
【００４７】
　第１の方法では、エッジ量特定部１５Ｂにおいて、１フレームの輝度差分の絶対値の分
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布を検出するための基準値として複数のしきい値が離散的に設定されている。この複数の
しきい値の間隔や数は設計者が設定するものであり、ここでは変更がきかないが、変更で
きるようにすることも可能である。設定の方法は任意であるが、一般的には、輝度差分の
絶対値を単位とした一定のピッチで設定する場合と、ダイナミックレンジに対する一定の
割合を単位として設定する場合のどちらかが採用できる。ここでは、輝度差のダイナミッ
クレンジの１０％おきに最大１０個程度のしきい値を設定すると仮定する。
【００４８】
　とくに図示しないが、エッジ量特定部１５Ｂは、一方側入力に所定のしきい値が入力さ
れ、他方側入力に輝度差変換部１５Ａからの輝度差分の絶対値が順次入力される最大１０
個程度の比較器を有する。比較器のしきい値は、ダイナミックレンジの１０％、２０％、
３０％、…と１０％刻みに相当する値に設定されている。これらの比較器でしきい値を超
える（または以上の）輝度差分の数を一斉にカウントする。エッジ量特定部１５Ｂは、さ
らに、このカウント値をしきい値ごとに最大１０個まで保持できるレジスタを有し、この
レジスタに、最大１０個の比較器からカウント値が入力され格納される。
　１フレーム分の輝度差に対して、その大きさの比較とカウント値のレジスタへの格納が
終了すると、たとえば次に入力される垂直同期信号ＶＳの同期パルスの入力に応じてリセ
ット動作が実行される。リセット動作の直前の状態では、１フレーム分の輝度差数の大き
さの分布（ヒストグラム）がレジスタに保持されている。このとき垂直同期パルスが入力
されると、カウント数が１つでもあるヒストグラムの上限の輝度差範囲を特定したときの
最大しきい値（または、当該輝度差範囲でも可）が、エッジ量として補正量変換部１６に
出力された後、当該レジスタの保持内容がリセットされる。
【００４９】
　以上の動作がフレームごとに実行され、フレームごとの最大しきい値が順次、補正量変
換部１６に入力される。補正量変換部１６は、最大しきい値の入力のたびに、入力した最
大しきい値に応じた傾きの変換特性（図３参照）を自動的に設定する。そのため、入力さ
れる輝度差分の絶対値が、設定された変換特性によって輪郭補正量Ｓ１６に次々に変換さ
れ、時間的平滑部１７に出力される。以後の制御は、図１の場合と同じである。
【００５０】
　第２の方法が上記第１の方法と異なるのは、エッジ量特定部１５Ｂの動作である。第２
の方法では、一方側入力に与えられるしきい値を可変とした１つの比較器と、当該比較器
の出力を監視し、しきい値を越える（または、以上の）輝度差の数をカウントするレジス
タとを有する。この場合、１回の比較では輝度差分布を調べることができないことから、
通常、数フレーム入力される間にしきい値をフレームごとに変化させて輝度差分布を調べ
る。したがって、変化させるしきい値の数と同じ数の所定数のフレームを単位とした計測
が実行される。
【００５１】
　このような所定数フレームごとの計測でもよい理由としては、第１に、１フレームの表
示時間が鑑賞者にとっては極めて短いことが挙げられる。つまり、たとえばしきい値数を
１０とする場合、通常の映像では１０フレーム程度では殆ど輝度差分布が変化しないこと
が多く、あっても確率的には極めて低い。そのため、１０フレームを単位として輪郭補正
量を設定しても正確な輪郭補正を行うことができる。また、第２の理由としては、フレー
ムごとに輪郭補正量を設定しても、フレームごとに輪郭強調の程度を変えるようではかえ
って見にくい画像となることが挙げられる。そのため、図１に示す例のように時間的平滑
化によって輪郭補正のレスポンスを遅くしている。
【００５２】
　しきい値の設定（変化の間隔等）は第１の方法と同様、任意であり、以下、ダイナミッ
クレンジの１０％を単位としてしきい値を変更すると過程する。
　この場合、最初のフレームではしきい値をダイナミックレンジの１０％相当値に設定し
、このしきい値を超える輝度差分の数をカウントし、レジスタに保持させる。２番目以降
のフレームでは、しきい値を２０％、３０％、…と１０％刻みの相当値で変更しながら同
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様な処理を繰り返し、その都度レジスタを書き換えてゆく。この処理中はレジスタ内容を
監視し、レジスタ内容、すなわちしきい値を越える輝度差数が最初にゼロになったときの
しきい値（または、１ステップ小さいしきい値）が最大輝度差に最も近いしきい値である
ことから、これをエッジ量（最大輝度差範囲）に対応した「最大しきい値」として検出す
る。
【００５３】
　この例では１０フレームの処理で１サイクルの動作が完了する。
　このとき１０番目の最終フレームであることを、垂直同期パルス数をカウントして検出
する。１０フレームに達したことが検出されてから、つぎの同期パルスの入力に応答して
最大しきい値を補正量変換部１６に出力し、またしきい値を最初の状態に戻すリセット動
作を実行する。その後、入力されてくる輝度差のデータ列を１フレーム目として、上述し
た手順で新たなサイクルの動作を繰り返す。
　なお、ダイナミックレンジの１０％を単位としてしきい値を変更する場合でも輝度差の
最大値が、たとえば８割を越えることがないとわかっている場合は、８フレームを単位と
して上記動作を行うことができる。また、輪郭強調のレスポンス応答時間の観点から、し
きい値の変化幅や１動作サイクルに必要なフレーム数を最適化してもよい。
【００５４】
　第１の方法では、輝度補正量を変更できる１動作サイクルに必要なフレーム数が最低で
１フレームと少なく、応答性をよくしたい場合に適している。また、輝度差分布のヒスト
グラムが得られることから、その情報を他の目的、たとえばフィルタ係数セットの自動選
択などの目的に利用できる。図１０において、エッジ量特定部１５Ｂから補正信号生成部
１３に入力される信号Ｓ１５は、たとえば、このヒストグラムに基づくフィルタ選択信号
である。
　一方、第２の方法では、比較器とレジスタが１つずつで済み、エッジ量特定部１５Ｂの
構成を簡素にできるという利点がある。また、輝度補正量を変更できる１動作サイクルに
必要なフレーム数が第１の方法より多いが、通常の輪郭強調では時間平滑化によって応答
性を下げていることが多く、このような場合にわざわざ時間的平滑化を行う必要がなく図
１に示す時間的平滑部１７を省略できるという利点が得られる。
【００５５】
　図８で示したと同じように、図１０に示す構成においても補正量設定の機能の少なくと
も一部をマイクロコンピュータ（μＣ）のプログラム上の機能で代替できる。図１１に、
その場合の構成を示す。
　図８でマイクロコンピュータ２０が代替している機能は、図１に示す補正量変換部１６
と時間的平滑部１７の機能であった。このことは図１１でも基本的に同じであり、補正量
変換部１６と時間的平滑部１７の機能は図１を用いて既に説明したものと変わらないので
、ここでの説明は省略する。ただし、図１１の場合、エッジ量特定部１５Ｂはハードウェ
アでは比較器とレジスタとからなることから、これらの機能も容易にソフトウェアで実現
でき、また、通常のマイクロコンピュータにはデータ保管用のレジスタが内蔵されている
ことから、このエッジ量特定部１５Ｂの機能もマイクロコンピュータ２０に取り込むこと
も可能である。その場合、ハードウェア的には非常にシンプルな構成となる。
【００５６】
　図５の説明では、選択回路１３２がフィルタ出力を選択する動作はユーザー操作等によ
ると説明した。これは最大輝度差が同じでも信号の種類や画面全体の明るさが異なるとエ
ッジの強調の仕方を変えたほうがよい場合あるためである。しかし、ユーザー操作のみの
オプション設定では、ユーザーが操作の煩わしさを嫌って操作しないと輪郭補正の効果が
最大限発揮されない場合も考えられる。その対策の一つとして、上述したヒストグラムの
情報からフィルタ係数セット（あるいは、フィルタ出力）を自動選択させる方法も存在す
る。
　さらに、他の解決策として画面の平均輝度レベル（ＡＰＬ）を求める方法を採用しても
よい。以下、この方法の具体例を記述する。この方法は、図１、図８、図１０、図１１の
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何れにおいても平均輝度計測の機能を付加することで実施できるが、ここでは、代表して
図１と図８に当該機能を付加した場合を説明する。
【００５７】
　図１２と図１３は、図１０と図１１のそれぞれにＡＰＬ計測部を追加した構成図である
。
　ＡＰＬ計測部４０は、輝度信号生成回路１１より生成された輝度信号Ｓ１１の輝度レベ
ルをたとえば１フレームに亘り積算し、その値を画素数で割ることにより１画素あたりの
平均輝度レベル（ＡＰＬ）を計測する。このＡＰＬ値Ｓ４０を補正信号生成部１３に出力
する。
【００５８】
　補正信号生成部１３では、前述した図５に示す例ではエッジ情報の抽出の仕方が異なる
３種類の鮮鋭化フィルタ（フィルタ出力Ｆ１～Ｆ３）が選択できる。補正信号生成部１３
は、ＡＰＬ計測部４０から入力したＡＰＬ値Ｓ４０、ならびに、エッジ量特定部１５Ｂか
ら入力したヒストグラム（あるいは最大しきい値）などの信号Ｓ１５に基づいて、これら
をパラメータに選択回路１３２（図５参照）の切り換えを行い、その結果として最適なエ
ッジ抽出が可能な鮮鋭化フィルタを決定する。
【００５９】
　以下、動作について２つに場合分けして説明する。なお、ＡＰＬ値Ｓ４０や信号Ｓ１５
に基づいてどのようなエッジ抽出をさせるかの仕様、すなわち用意するフィルタ特性やそ
の選択の基準は設計者が自由に設定できる。
　まず、ＡＰＬ値Ｓ４０が相対的に低く、かつ、信号Ｓ１５から映像信号の周波数帯域も
相対的に低い場合を考える。このとき全体的に暗い映像で、かつ、周波数帯域が低くめり
はりのない映像が入力されていると判断される。具体例を挙げると、映像ソースがＳＤ仕
様で、かつ夜などの映像がこれに相当する。このため、より輪郭を目立たせる必要があり
、たとえば、選択回路１３２によって最も周波数が高い鮮鋭化フィルタの出力Ｆ１が選択
される。また、このとき周波数帯域が低いと判断されるため、補正量変換部１６で同じ輝
度差でも、より高い輪郭補正量が出力できる変換特性が設定されるため、輪郭補正信号Ｓ
１３のゲインが高く設定される。その結果、輪郭補正後の映像は、輪郭部分の輝度変化量
が相対的に大きく、かつシャープな強調が施された映像に補正される。
【００６０】
　つぎに、ＡＰＬ値Ｓ４０が相対的に低いが、信号Ｓ１５から映像信号の周波数帯域が相
対的に高い場合を考える。このとき全体的に暗い映像で、かつ、周波数帯域が高い映像が
入力されていると判断される。具体例を挙げると、映像ソースがＨＤ仕様で、かつ夜など
の映像がこれに相当する。このときは、映像自体は暗いが元々解像感がある映像であるた
め、輪郭強調のゲインを抑えるか、殆ど輪郭強調しなくてもよい場合が多い。ただし、周
波数が高いフィルタが選択されていると、画面の切り替わりなどで一時的にゲインが上げ
られたときにエッジが必要以上に目だってしまうことがある。そのため、エッジをシャー
プにしないフィルタ特性を選択したほうが望ましい。したがって、選択回路１３２によっ
て、より周波数が低い鮮鋭化フィルタの出力Ｆ２が選択される。このとき周波数帯域が高
いと判断されるため、補正量変換部１６で同じ輝度差でも、より低い輪郭補正量が出力で
きる変換特性が設定されるため、輪郭補正信号Ｓ１３のゲインが低く設定される。その結
果、輪郭補正後の映像は、殆ど輪郭強調がされないか、されても輪郭部分の輝度変化量が
相対的に小さく、かつ、幅が太い輪郭でシャープさに欠ける輪郭強調が施された映像に補
正される。
【００６１】
　なお、図３に示す変換特性の説明において、ユーザーが輪郭補正量をダイナミックレン
ジのセンター値に設定するとした。この設定値は、たとえば、表示装置のメニュー画面で
輪郭強調の項目として設定され、好みに応じて輪郭強調量の全体レベルを上げ下げする機
能に対応させることができる。この場合、何も変化させない場合はデフォルト値として、
輪郭補正量がダイナミックレンジのセンター値に設定されることになる。
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　ただし、設定の仕方として、下限値や上限値による制御も考えられる。つまり、最大値
を設定した場合、輪郭補正量は最大値以下にダイナミックレンジを設定し、最大輝度差な
どのエッジ量検出結果に応じて輝度差に対する補正量の変化の割合が可変となるように変
換特性が決められる。また、最小値をした場合、輪郭補正量は最小値以上にダイナミック
レンジを設定し、エッジ量検出結果に応じて輝度差に対する補正量の変化の割合が可変と
なるように変換特性が決められる。
【００６２】
　以上の本発明の実施の形態によれば、以下の効果を奏する。
　第１に、入力ソース（入力画像信号）の周波数ダイナミックレンジに適合してエッジ量
が検出され、エッジ量に応じて輪郭強調ゲインが設定される。このエッジ量は、１フレー
ム以上の任意の数のフレーム内の最大輝度差、あるいは、最大輝度差を含む周波数範囲（
または、その境界のしきい値）である。したがって、入力ソースが広帯域信号であるか狭
帯域信号であるか、さらに、その中間の帯域を有するかに応じて細かく輪郭強調ゲインが
制御できる。その結果、とくに高解像度の表示部を有するが、その仕様より解像度が低い
狭帯域信号を拡大スケーリングした信号が入力されることがあり、その信号の種類が入力
端子などでは識別できない場合であっても、入力ソースの周波数帯域に応じて最適な輪郭
強調が可能である。また、文字などの輝度差が大きな部分を含む画面でも、文字エッジが
ぎらつくことがない。
【００６３】
　第２に、所定数のフレームを単位として輪郭強調ゲインの切り替えができ、このフレー
ム数を制御することによって、輪郭強調の時間応答性が最適化できる。したがって、映像
のシーンが頻繁に切り替わるような場合でも輪郭強調量が必要以上に変化する不安定な画
面表示を有効に防止できる。また、時間的平滑部を有する場合、このフレーム数とは独立
に輪郭強調の時間応答性を最適化できる。さらに、生成した輪郭補正信号は水平または垂
直の同期信号に応じたタイミングで生成され、輪郭補正部に入力されるため、入力画像信
号との同期タイミングをとることが容易である。
【００６４】
　第３に、輪郭強調用の補正信号を生成するためのエッジ情報の抽出は輪郭強調ゲインと
は別に設定できるため、見やすい画面の最適化が容易である。また、検出するエッジ量が
最大輝度差を含む周波数範囲である場合、輝度差分布のヒストグラムが得られ、その情報
をエッジ情報の抽出を行う鮮鋭化フィルタ特性の選択を行うときの基礎情報の１つとして
用いることができる。さらに、平均輝度レベルを計測する機能を具備させ、この平均輝度
レベルとヒストグラムなどの輝度差分布情報とを組み合わせると、鮮鋭化フィルタ特性の
選択そのものを自動化できる。とくに文字を一部に含むがその他の画面では輝度差がない
ような画像でも、そのような画像に適したフィルタ特性の選択ができる。
【００６５】
　以上のように本発明の適用によって、画面全体の明るさや輝度差が大きい領域が含まれ
ている割合などに応じて最適なフィルタ特性が自動で選択でき（第３の効果）、このこと
と上記輪郭強調ゲインの最適化（第１の効果）、さらには時間的応答の最適化（第２の効
果）を組み合わせることによって、あらゆる入力ソースの画像を、その信号の種類や解像
度などに動的（ダイナミック）に、かつ適切なタイミングで対応した見やすい画像に輪郭
補正でき、かつ手動調整レスの信号処理装置および画像表示装置の実現が可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００６６】
【図１】本発明の実施の形態に係る信号処理装置の構成図である。
【図２】エッジ量検出部の動作を説明するためのグラフである。
【図３】補正量変換部の変換特性を示すグラフである。
【図４】時間的平滑部の回路またはソフトウェア上での構成図である。
【図５】補正信号生成部の構成図である。
【図６】輪郭補正部の構成図である。
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【図７】補正信号生成部および輪郭補正部による処理での信号波形の推移を示すタイミン
グチャートである。
【図８】補正量変換部と時間的平滑部の機能の実行をソフトウェア上で行う場合の構成図
である。
【図９】垂直と水平の双方でエッジ情報を抽出し輪郭補正信号を生成する場合の補正信号
生成部の構成図である。
【図１０】上限範囲を検出して保持させる場合の信号処理装置の構成図である。
【図１１】図１０に示す構成において補正量設定の機能の少なくとも一部をソフトウェア
上で実行させる場合の信号処理装置の構成図である。
【図１２】図１０に示す構成にＡＰＬ計測部を追加した信号処理装置の構成図である。
【図１３】図１１に示す構成にＡＰＬ計測部を追加した信号処理装置の構成図である。
【符号の説明】
【００６７】
１…信号処理装置、１１…輝度信号生成回路、１２…補正量設定部、１３，１３Ａ…補正
信号生成部、１４…輪郭補正部、１５…エッジ量検出部、１５Ａ…輝度差変換部、１５Ｂ
…エッジ量特定部、１６…補正量変換部、１７…時間的平滑部、２０…マイクロコンピュ
ータ、４０…平均輝度（ＡＰＬ）計測部、１３１…鮮鋭化フィルタ、Ｓ１１…輝度信号、
Ｓ１６…輪郭補正量、Ｓ１７…輪郭強調利得信号、Ｓ１３…輪郭補正信号、Ｓ４０…平均
輝度値、ＶＳ…垂直同期信号

【図１】 【図２】
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